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理事長

松 本　洋 一

　向暑の候、会員の皆様には益々ご清栄のこととお喜び申し上げます。

　平素は備前日生信用金庫をご利用、お引き立ていただき誠にありがとうございます。

　ここに第53期(令和４年度)の業務状況を取りまとめましたので、ご報告申し上げます。

　令和4年度はコロナ禍からの社会経済活動の正常化が進みつつある中、マイナス金利政策

の長期化に加え、ロシア・ウクライナ情勢の影響による原材料・エネルギー価格の上昇など

を背景にした物価の高騰、欧米諸国の金融引き締め等による景気後退懸念など当金庫のお取

引企業にも影響は大きく当金庫の経営環境においても大変厳しい1年となりました。

　こうした中、当金庫は地元事業者様に寄り添い、資金繰り支援以外にもあらゆる経営課題

の解決に取り組んでまいりました。

　令和4年度の業績は、預金残高が2,265億円、貸出金残高が831億円となり経常利益450

百万円、当期純利益322百万円を計上することが出来ました。

　また、金融機関の健全性・安全性を表す自己資本比率は10.37％となり、国内基準4％を

大きく上回っています。

　これもひとえに皆様のご愛顧・ご支援の賜物と深く感謝しています。

　令和5年度も当金庫を取り巻く経営環境は依然として厳しい状況ではありますが、「信頼」

「約束」「絆」の経営理念のもと職員一人ひとりが「自ら考え、行動する」をテーマに地域

社会の発展・繁栄に貢献できるよう役職員一丸となって取組んでまいりますので、より一層

のご支援とご鞭撻をお願い申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和5年6月　　

ごあいさつ
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私たちは地域に『信頼』され愛される金庫を
目指し、郷土の繁栄と社会への貢献に誠心誠意
奉仕します。

私たちは法令を守り礼節を重んじるとともに、
地域に寄り添いながら健全な経営を行うことを
『約束』します。

私たちは出会いや縁を大切にし、『絆』を深める
ことにより、地域と職員の明るい未来を応援し
ます。

経営理念 経営基本方針

◦創　　　　立　　昭和45年10月１日
◦出　 資　 金　　７億５千９百万円
◦会　 員　 数　　15‚170名
◦店　 舗　 数　　17店舗
◦常勤役職員数　　202名
◦営  業  区  域　　岡山県／全域
　　　　　　　　　兵庫県／赤穂市・相生市・
　　　　　　　　　赤穂郡上郡町
◦本 店 所 在 地　　岡山県備前市伊部1660番地の7　
 （令和５年３月31日現在）

備前日生信用金庫の概要

信 頼

約 束

絆

1．顧客のニーズに真に応えられる体制の構築
2．安定した収益の確保による経営基盤の拡充
3．個々の能力が発揮できる人材の育成と活用
4．経営陣のガバナンス発揮による 内部管理態勢の強化
5．コンプライアンスの徹底

総代会事項

令和４年度の歩み　令和４年６月21日(火)、第52期通常総代会を当金庫
において開催しました。

【報告事項】
　第52期（自令和３年４月１日・至令和４年３月31日）
業務報告、貸借対照表及び損益計算書の内容報告の件

【決議事項】
第１号議案　令和３年度剰余金処分案承認の件

第２号議案　理事の退任並びに退任理事に対する
   退職慰労金贈呈の件

第３号議案　定款一部変更の件（役員の定数変更）

第４号議案　総代候補者選考委員選任の件

令和４年
　４月１日　新入職員入庫式
　５月21日　第60回岡山県信用金庫野球大会参加
　６月15日　信用金庫の日
　　　21日　第52期通常総代会開催
　　　21日　マネー・ローンダリング対策室設置
　７月19日　和気支店新築移転
　９月１日　備前日生信用金庫「アプリバンキング」
   導入
　９月14日　第16回岡山県しんきん合同ビジネス
   交流会参加
　10月15日　「備前焼まつり」チャリティーバザー実施
　11月21日　総代懇談会（22日も開催）
　12月28日　「e-dash」取扱い開始

令和５年
　２月10日　合併記念日（３周年）
　３月13日　令和５年度新入職員研修（～31日）
　３月31日　インスタグラム「備前日生信用金庫人事
   採用アカウント」開設

備前日生信用金庫について

庶務事項のご報告
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（１）貸出金
　貸出金残高は、コロナ禍の影響で個人のお客様からの
資金需要が少なかったことに加え、海運市況が好況で外
航船の売船による海運向け貸出金が47億86百万円減少
しました。また地公体融資の繰上償還により地公体貸出
金が9億58百万円減少し、前期比71億98百万円減少（減
少率7.96％）の831億円となりました。
（２）預金積金
　預金積金残高は、相続等による個人預金の流出によ
り、前期比37億88百万円減少（減少率1.64％）の2,265
億円となりました。

（２）不良債権額・不良債権比率
不良債権額は前期比10億15百万円減少の34億64百万

円となりました。不良債権比率は前期比0.78ポイント低下
の4.15％となりました。

（１）自己資本額・自己資本比率
　経営の健全性を示す自己資本比率は、前期比0.33ポイ
ント増加の10.37％となり、国内基準の4％を上回る水準
を確保しております。

　令和４年度の収益の状況につきましては、経費削減等
の効果から、本業の収益力を示すコア業務純益は663
百万円、経常利益は450百万円となりました。
　最終的に特別損益、法人税等調整後の当期純利益は
322百万円（増加率25.45％）となりました。

業績ハイライト

営業活動の状況

収益の状況　

健全性指標　
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（令和５年３月31日現在）
（単位：百万円）

科　　　　　目 金　額 科　　　　目 金　額
（資産の部） （負債の部）

現 　 金 3,018 預 金 積 金 226,556
預 け 金 52,141 当 座 預 金 3,005
買 入 金 銭 債 権 3,859 普 通 預 金 105,358
金 銭 の 信 託 3,467 貯 蓄 預 金 3,108
有 価 証 券 96,287 通 知 預 金 530
国 債 5,101 定 期 預 金 106,338
地 方 債 8,095 定 期 積 金 7,103
社 債 29,764 そ の 他 の 預 金 1,112
株 式 626 借 用 金 700
そ の 他 の 証 券 52,699 借 入 金 700

貸 出 金 83,198 そ の 他 負 債 245
割 引 手 形 734 未 決 済 為 替 借 24
手 形 貸 付 5,149 未 払 費 用 44
証 書 貸 付 75,010 給 付 補 て ん 備 金 2
当 座 貸 越 2,304 未 払 法 人 税 等 13

そ の 他 資 産 1,597 前 受 収 益 61
未 決 済 為 替 貸 37 払 戻 未 済 金 32
信 金 中 金 出 資 金 1,098 払 戻 未 済 持 分 -
前 払 費 用 - リ ー ス 債 務 27
未 収 収 益 308 資 産 除 去 債 務 4
そ の 他 の 資 産 152 そ の 他 の 負 債 36

有 形 固 定 資 産 1,836 賞 与 引 当 金 70
建 物 919 退 職 給 付 引 当 金 178
土 地 623 役 員 退 職 慰 労 引 当 金 108
リ ー ス 資 産 27 睡眠預金払戻損失引当金 5
建 設 仮 勘 定 - 偶 発 損 失 引 当 金 16
その他の有形固定資産 267 繰 延 税 金 負 債 -

無 形 固 定 資 産 30 債 務 保 証 174
ソ フ ト ウ ェ ア 23 負 債 の 部 合 計 228,056
その他の無形固定資産 7 （純資産の部）

前 払 年 金 費 用 241 出 資 金 759
繰 延 税 金 資 産 382 普 通 出 資 金 659
債 務 保 証 見 返 174 そ の 他 の 出 資 金 100
貸 倒 引 当 金 ▲6,785 資 本 剰 余 金 100
（うち個別貸倒引当金） ▲1,698 資 本 準 備 金 100

利 益 剰 余 金 11,264
利 益 準 備 金 791
そ の 他 利 益 剰 余 金 10,473
特 別 積 立 金 9,996
（ 体 質 強 化 積 立 金 ） (2,900)
（ 設 備 増 強 積 立 金 ） (300)
当 期 未 処 分 剰 余 金 477

処 分 未 済 持 分 ▲6
会 員 勘 定 合 計 12,117
その他有価証券評価差額金 ▲722
評 価・ 換 算 差 額 等 合 計 ▲722
純 資 産 の 部 合 計 11,394

資産の部合計 239,451 負債及び純資産の部合計 239,451
（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

貸借対照表
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（令和4年4月1日から令和５年3月31日まで）
（単位：千円）

科　　　　目    金　額 科　　　　目    金　額

経 常 収 益 3,273,379 経 費 2,170,189

資 金 運 用 収 益 2,773,395 人 件 費 1,430,907

貸 出 金 利 息 1,459,807 物 件 費 650,717

預 け 金 利 息 69,625 税 金 88,565

有価証券利息配当金 1,194,279 そ の 他 経 常 費 用 232,562

そ の 他 の 受 入 利 息 49,683 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 53,308

役 務 取 引 等 収 益 186,716 貸 出 金 償 却 -

受 入 為 替 手 数 料 71,389 株 式 等 売 却 損 -

そ の 他 の 役 務 収 益 115,326 そ の 他 資 産 償 却 -

そ の 他 業 務 収 益 160,384 そ の 他 の 経 常 費 用 179,254

国 債 等 債 券 売 却 益 24,212 経 常 利 益 450,600
国 債 等 債 券 償 還 益 116,720 特 別 利 益 3,912
そ の 他 の 業 務 収 益 19,452 固 定 資 産 処 分 益 3,912

そ の 他 経 常 収 益 152,883 そ の 他 の 特 別 利 益 -

貸 倒 引 当 金 戻 入 益 - 特 別 損 失 36,767
償 却 債 権 取 立 益 2,257 固 定 資 産 処 分 損 36,767

株 式 等 売 却 益 6,536 減 損 損 失 -

金 銭 の 信 託 運 用 益 138,038 そ の 他 の 特 別 損 失 -

そ の 他 の 経 常 収 益 6,050 税 引 前 当 期 純 利 益 417,745
経 常 費 用 2,822,779 法人税、住民税及び事業税 35,000

資 金 調 達 費 用 33,318 法 人 税 等 調 整 額 60,372
預 金 利 息 31,758 法 人 税 等 合 計 95,372
給 付 補 てん 備 金 繰 入 額 1,560 当 期 純 利 益 322,373
借 用 金 利 息 - 繰 越 金 （ 当 期 首 残 高 ） 154,922

役 務 取 引 等 費 用 130,066 優先出資消却積立金取崩額 -
支 払 為 替 手 数 料 18,142 自己優先出資消却額（△） -
そ の 他 の 役 務 費 用 111,923 当 期 未 処 分 剰 余 金 477,296

そ の 他 業 務 費 用 256,641

外 国 為 替 売 買 損 -

国 債 等 債 券 売 却 損 255,346

国 債 等 債 券 償 還 損 -

国 債 等 債 券 償 却 -

そ の 他 の 業 務 費 用 1,294
（注）記載金額は千円未満を切り捨てて表示しております。

損益計算書
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（令和４年４月１日から令和５年３月31日まで）

円

当 期 未 処 分 剰 余 金 477,296,242
積 立 金 取 崩 額
(利益準備金限度超過取崩額)
（ 設 備増強積立金取崩額 ）

332,290,000
� （32,290,000）
� （300,000,000）

合　　　　計 809,586,242

これを次のとおり処分いたします。
円

剰 余 金 処 分 額
	 利 益 準 備 金
	 普通出資に対する配当金
	 特 別 積 立 金
	 (体 質 強 化 積 立 金)
繰   越   金 （ 当 期 末 残 高 )

� 619,537,371
� －
（年３%）�19,537,371
� 600,000,000
� （600,000,000）
� 190,048,871

以上のとおり報告いたします。
　令和５年６月

理 事 長　松　本　洋　一　　
副理事長　中　田　由紀人　　理　　事　久　本　久　治
常務理事　小竹森　　　誠　　理　　事　髙　祖　淳　三
常勤理事　有　吉　　　満　　理　　事　德　永　夕　子
常勤理事　 　園　幸　成　　理　　事　藤　田　尚　弘
常勤理事　久　井　秀　樹　　　
　　前記各項を監査の結果、正確かつ妥当であることを認めます。

� 常勤監事　原　田　修　二　　　　
� 監　　事　石　野　充　信　　　　
� 監　　事　荒　内　保　裕　　　　

　令和5年6月19日㈪に開催した第53期通常総代会におきまして、下記のとおり決議されましたので、お知ら
せいたします。

報告事項　第53期（令和4年4月1日から令和5年3月31日まで）業務報告、貸借対照表及び損益計算書の�
内容をご報告いたしました。

決議事項
　第１号議案　剰余金処分案承認の件については、原案どおり承認可決されました。
　第２号議案　理事の任期満了に伴う改選の件については、原案どおり承認可決されました。
　第３号議案　監事の任期満了に伴う改選の件については、原案どおり承認可決されました。
　第４号議案　退任理事への退職慰労金贈呈の件については、原案どおり承認可決されました。

　尚、水都有限責任監査法人による監査の結果、適法と認められております。
（注）荒内 保裕は、信用金庫法第32条第５項に規定する員外監事です。

剰余金処分 

第53期 通常総代会決議事項のお知らせ
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店 舗 名 所　　在　　地 電 話 番 号

備前市

①本店営業部 備前市伊部1660-7 (0869)64-4112
②日生営業部 備前市日生町日生888-5 (0869)72-1151
③伊里支店 備前市穂浪2852 (0869)67-0226
④片上支店 備前市西片上15-1 (0869)64-4125
⑤三石支店 備前市三石310 (0869)62-0112
⑥吉永支店 備前市吉永町吉永中904-4 (0869)84-3151

瀬戸内市

⑦牛窓支店 瀬戸内市牛窓町牛窓6396-7 (0869)34-3401
⑧邑久支店 瀬戸内市邑久町尾張622-1 (0869)22-1125
⑨虫明支店 瀬戸内市邑久町虫明4340-2 (0869)25-0311
⑩長船支店 瀬戸内市長船町土師113-1 (0869)26-4421

和気町
⑪和気支店 和気郡和気町福富648 (0869)93-1168
⑫佐伯支店 和気郡和気町矢田296-7 (0869)88-1121

赤磐市
⑬桜が丘支店 赤磐市桜が丘西1-11-6 (086)955-6111
⑭赤磐支店 赤磐市沼田890-9 (086)955-2111

岡山市
⑮平島支店 岡山市東区東平島146-6 (086)297-3200
⑯上道駅前支店 岡山市東区上道北方665-1 (086)278-2551

赤穂市 ⑰赤穂支店 赤穂市加里屋中洲4-32-4 (0791)45-1501

店舗・ATM情報

店 舗 名 所　　在　　地 管理店舗

店
舗
外
Ａ
Ｔ
Ｍ

マックスバリュ備前店 備前市西片上1278‒3 片 上 支 店
ナンバ備前店 備前市香登西167‒1 本 店営業部
寒河出張所 備前市日生町寒河1083‒1 日 生営業部
頭島出張所 備前市日生町日生2724‒7 日 生営業部
ゆめタウン山陽 赤磐市下市473 赤 磐 支 店
塩屋出張所 赤穂市平成町79 赤 穂 支 店

店舗一覧


